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　陸上で大繁栄を遂げた有翅昆虫は、進化の過程で、乾
燥から卵を保護するための丈夫な卵膜（卵殻＋卵黄膜）
を発達させると同時に、精子の卵内への侵入口である卵
門も獲得した。しかし、無翅昆虫であるカマアシムシ、
トビムシ、コムシ、イシノミにおいては、卵門に関する
構造はこれまでに確認されていない。無翅昆虫で双関節
丘類（シミ目＋有翅昆虫類）のベーサル・クレードであ
るシミ類では、卵門の存在が指摘されているのみで
（Wellhouse, 1953; Woodland, 1957）、詳細な観察はなされ
ていない。そこで本研究では、シミにおける卵門の有無
と構造を明らかにする目的で、マダラシミの卵膜の構造
を検討した。
　まず、マダラシミ卵の前極において U字形のシワが観
察された。切片により、この領域では、卵殻が内側に向
かって幾重にも折り畳まれ、層状構造を形成しているこ
とが分かった。卵によっては卵殻の最外部に約 1 µmの
隙間が見られるものがあり、この隙間がマラダシミの卵
門である可能性がある。また、卵前極の層状の卵殻の内
部にヘマトキシリンで濃染される太さ約 1 µmの細長い
構造が観察できた。Bawa（1964）が示したマダラシミの
精子との比較から、本構造は精子と判断される。卵前極
の層状の卵殻を通過した精子は、その下にある卵黄膜も
通過する必要があるが、マダラシミの卵黄膜は厚さが 2 
µmと有翅昆虫類の卵黄膜に比べてかなり厚いため、精
子が卵内に侵入するのは困難と思われる。しかし、本研
究において、産下直後のマダラシミ卵では、卵黄膜が未

完成であることが分かった。この領域では卵黄膜は不連
続になっており、卵黄膜の前駆物質だと思われる繊維状
物質が集まっているだけであった。一方、産下後約 1時
間の卵の前極では繊維状物質や卵黄膜の不連続部分は見
られず、卵黄膜は完成していた。このことから、産下直
後の卵前極に見られた繊維状物質は時間経過とともに
徐々に凝集して卵黄膜を形成するものと考えられる。つ
まり、マダラシミの精子は、卵黄膜が未完成のうちに繊
維状物質中を通過、卵内に侵入し、受精を行うのであろ
う。
　このように、マダラシミ卵は、精子侵入のための独特
な様式をもっていることが推測された。すなわち、「卵
前極の層状の卵殻」と「厚い卵黄膜が産下直後は未完成
であること」である。これは有翅昆虫類でみられる卵門
とは異なるもので、昆虫の陸上進出においてシミ類が採
用した初原的な受精方法の一つと考えられよう。
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